	ﾅｼｮﾅﾙﾐﾆﾏﾑｷｬﾝﾍﾟ-ﾝﾆｭ-ｽ第２報(内容が決定しました)


ナショナルミニマム
　キャンペ－ン“集会”
子どもの育ちの保障を皆さんと一緒に考えよう！！

内閣府は、地方分権改革推進委員会おいて保育所など社会福祉施設の最低基準（職員）　　　　　　

資格・配置基準居室面積基準・設備及び運営基準などの撤廃・見直しを主張しています。これ

に対して、厚生労働省は「厚生労働省の対応方針」の中で、「国としての最低必要なものを定めることは国としての責任である」としています。新政権において地方分権改革推進計画がされ、その内容は「従うべき基準」・「標準」「参酌すべき基準」となっており計画が法制化されるこことになっています。「子どものためのナショナル・ミニマムの確立」を求め、全国どこに住んでいても子どもに保育環境の保障することをめざす集会をおこないたいと思います。
ます。「子と　き　５月９日（日） １３時３０分～１６時００分

ところ　自治労会館　　（札幌市北区北６条西７丁目）
主　催　子どものためのナショナルミニマム
キャンペーン実行委員会
問合せ先＜ｷｬﾝﾍﾟ-ﾝ事務局＞


自治労 公共ｻ-ﾋﾞｽ政策部


　 ＜℡ 011-747-3211＞





≪≪ シンポジュウム ≫≫


１３：３０　規制緩和と最低基準（ナショナルミニマム）を考える


　　　 座長　　児童養護施設　　南藻園　　園長　　大場　信一　さん


　　１３：５０　各種関係者からの立場から


　保育所からの提言　「規制改革と子育て支援の役割」


パネリスト　　社団法人札幌私立保育園連合会　


制度施策部会　部会長　　　　伊藤　克美さん


　雇用されている立場からの提言　「地域子育て・学童保育の役割」


パネリスト　　東苗穂児童館（自治労中央本部保育部会）幹事　三好　達也さん


　地域の立場からの提言　　　　「子どもの貧困と保育所の役割」


パネリスト　北海道大学教育学部　教育学研究院　教育社会発展論　分野　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　　松本　伊智朗さん


１6：００　　閉会





参加費 無料











